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 [授業の概要・目的]
春の桜、秋の紅葉、現代生活においても身近に意識することのできる四季の風物を、古人はどのよ
うに感受し、表現してきたのか。古代から近世まで、和歌、物語、随筆、連歌、俳諧等の作例をた
どりながら、その特色や表現史的展開を追う。本講義を通じて、日本の文学や美術、芸能など広く
日本文化の理解につながる四季の景物の伝統的通念を学ぶとともに、韻文を中心とする古典文学作
品の読解力、鑑賞力を養う。

 [到達目標]
・講義中に取り扱った四季の景物の本意を理解し、説明できる。
・講義中に取り扱ったもの、またそれに限らず、韻文を中心とする古典文学作品の基本的な解釈が
できる。

 [授業計画と内容]
１　ガイダンス
２　桜
３　霞
４　藤・山吹
５　時鳥
６　若葉
７　菖蒲
８　蛍
９　五月雨
10　蝉
11　御祓
12　七夕
13　露
14　虫

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
試験（筆記）により評価する。

 [教科書]
使用しない
プリント配布。
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国語国文学Ｉ(2)

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義内容の復習。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


